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共同募金は、戦後まもない昭和22年にスター卜して以来、みなさまのご協力によってネ

障がいのあ る方、子育 て中の方などすべての人が健や かに暮していくための地域づ くり を

急速に進む少子・高齢化の中、 私たちを取り巻 く地域社会では、住民の福祉活動参加意語

防犯、子育て、高齢者の見守りなど地域課題 が深刻化 し、地域のみなさまが主体的に取 り車

く関われてい ます。こうした状況 のもと 、地域の多様な問題に対応し ていくた めには、公台

げていく必要があります。共同募金は、 この ように地域をより良 くしよ うとす る取り組み t
運動です。

今後ピも長沼町共同募金委員会(事務局:長沼町社会福祉協議会)では、地域に暮らすノ

げて い きたいと考えています。

平成27年度赤い羽根募金合計 1， 61 5， 373円
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社協

一般会費

A
A

一
A 社会福祉協議会は、町民の皆様のご協力によって運営されてれります。

一般会費・特別会費の納入にご理解をいただきありがとうございました。

平成27年度会費納入状況は下記のどおりです。

区 金額 区 金額 区 金額
第 区 12.750 第 16 区 21.750 第 31 区 5.250 
第 2 区 13.250 第 17 区 8，750 北市区 27.500 
第 3 区 15，250 第 18 区 16，250 錦町区 87.250 
第 4 区 8，000 第 19 区 7，750 本町区 39，250 
第 5 区 9，750 第 20 区 5，750 栄町区 32，500 
第 6 区 12，000 第 21 区 18司∞o中央区 。，250
第 7 区 12，000 第 22 区 8，500 銀座区 80，000 
第 8 区 8，250 第 23 区 11，500 東町区 62，500 
第 。区 16，750 第 24 区 12，250 宮下区 75，250 
第 10 区 12，∞o 第 25 区 7，000 旭町区 100，500 
第 11 区 17.250 第 26 区 6，500 曙町区 24，000 
第 12 区 26，500 第 27 区 11，000 あかね町区 81.250 
第 13 区 6，500 第 28 区 11.250 しらかば区 35，000 
第 14 区 14，000 第 29 区 14，250 西町区 20，500 
第 15 区 14，250 第 30 区 27，000 錦町農試区 4，000 

特別会費

第1区
佐藤精治

増田宏

上坂一男

石田浩司

第2区
中野勇

折口義雄

平田和之

中野隆

青野政利

石川幸雄

野々川美由紀

玉手義人

石井悦子

山本百合子

中野あけみ

村上務

玉手勇一

藤本増雄

山谷明義

池畑賢一

曽我部義貞

伊東孝

山崎晋

篠島裕明

田中耕太郎

木林仁

酒井美千子

国田文雄

前多孝芳
田村昭夫

伊東慎折、

石川大輔

飛谷博秀

第3区
小針一男

矢田征男

北山了 一

(敬称略)

尾藤武男

;皮違公雄

杉本手口:夫

前田孝一

北角重雄

安田雄一

永井一郎

鳥井{走行

鳥井勲

安居敏昭

永井孝雄

三木田保

三木田善行

第4区
吉崎弘一

細川清人

枝道夫

高松勤

道原利光

片山初夫

第5区
仲野紀年

北 吉弘

虞島一夫

道原清

大高功

池畑栄次

官川信雄

鶴見正樹

田中康夫

小林康範

仲野道一
山田豊行

西浮英二

井形紘一

第6区
井形正義

井上隆

十河義博

吉岡幹夫

干場一正
高田正衛

後藤孝光

西村晃

居上信弘

奥野俊一
嶋英二

記虎}I頂ー

水口 i藍
原昭徳

高木豊子

水口久美子

嶋博子

井形手口代

第9区
浅沼善太郎

北嶋弘一

松野進

桃野博

秋田谷藤吉

山田昇

西岡博美

高瀬定手口

池田徒、重

林重芳

伊藤文彰

封馬信一

最能忠男

薮田セツ子

小野寺キチヱ

林政光

中村勝之

工藤徳久

中森和明

中森三典

宮本一雄

第10区
松井茂勝

堀田信一

安田昇

上坂健一

朝田郁子

山村久人

石尾とき子

桃野四郎

難波敏広

深坂文雄

後藤義行

豊原、代司郎

桃野繁

坂野龍平

佐藤智範

堀田強

木工}I慎人

竹山繁信

富樫尚秀

上田新太郎

菊池武司

桃野洋子

桃野弘

西村尚人

安田守

杉本政雄

東郷芳一

久保幸裕

第11区
加納登

森崎正

近藤惣一

半谷永治

居上秀敏

吉村繁ニ

ニ宮丘

宮本仁

山田 博

大貫進

廃田康男

居上ミツ子

長井修

窪田光次

三島桂

中島淳一

高橋敏美

太田信次郎

佐藤文彦

大館喜三

度田博吉

山田公

樋田孝子

松本豊

松田信幸

佐々木修一

新納和則

中舘誠治

田中瑞穂

今都政晴

小山正彦

松田博士

昆田亨

小山田昭治

押切清次

山科富士雄

宇野定男

影近ミサオ

石山党

畠山史樹

小山千鶴子

藤元慌

妹尾征子

深坂美代子

高野洋一

早坂トヨ子

北垣恭子

奥村芳樹

前川慶子

山下リよこ

三島澄江

第13区
泉 ;告治

幅田末吉

仁木照夫

中浮きょぇ

高倉隆二

高島秀樹
東山武

塩垣正信

松本稔

菊川正憲

薮田孝一郎

清水丈夫

大杉政夫

清水幸雄

栗林邦幸
冨j幸正雄

古瀬満哉

冨浮信行

第14区
千葉義友

信太正朗

松尾洋治

山崎均

山中茂樹

松尾嘉員IJ

土田満

南京義

田島義丈

高倉典子

宇野ユキヱ

山崎八千代

千葉正義

岩田繁雄

岩倉英司

熊谷孝志



ボランティア活動等の多くの民間福祉活動を支援し、子福祉施設や社会福祉協議会、

医してきました。

〉低下や、主たる担い手が高齢者に偏らざるを得ない状況が進んでいる一方、防災、

】うという参加意識や活動意欲の高まりによる「地域コミュニティ Jの再生が大き

E策だけでなく、地域の問題に対して自ら取り組んでいこうとする活動をさらに広

活動への参加や寄附を通じて、広〈社会で応援し、一緒に進めていくための民間

協働の輪を少し でも広みなさまと一緒に、ーペてに住みよい地域づくりに向けて、
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感謝状の贈量
V ミミ

人・まち・食・健康フェスタが平成27年 11月28日(土)に長沼町総合保健福祉センター

(りふれ)で開催され、その席上で社会福祉事業にと“篤志寄附"をされた方々に対しまして、

長沼町社会福祉協議会(会長:杉本武紀)から感謝状が贈呈されました。

|贈呈された方々をご紹介いたします。 |

( 1 7区〕 新谷節子(2 2区〕駒谷文子 ( 2 8区〕野島敏光

〔本町区〕 桃野憲ニ 〔本町区〕 戸田洋 (宮下区〕柘植宮子

〔旭町区〕 浦島ハナ子 〔あかね町区〕 伊藤勝夫 〔西町区〕村岡旬子

ご寄贈ありがとうございました

平成27年 12月7日(月)北海道コカ ・コーラ

ポトリング株式会社様より 23ケース 55 2本の

清涼飲料水を長沼町社会福祉協議会に寄贈してい

ただきました。

昼食会などのボランティア活動に活用させてい

ただきます。

|発行:長沼町社会福祉協議会刊件1341長沼町宮下 2丁目竹喬 1号電話 0123-82-5040I 


